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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第19期
第２四半期
累計期間

第19期
第２四半期
会計期間

第18期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日

自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 1,532,556 781,912 3,318,957

経常利益 (千円) 120,912 68,960 402,096

四半期(当期)純利益 (千円) 68,797 39,024 227,265

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ─ ─ ─

資本金 (千円) ― 425,996 425,996

発行済株式総数 (株) ― 16,094.00 16,094.00

純資産額 (千円) ― 1,691,949 1,679,448

総資産額 (千円) ― 2,888,541 2,443,375

１株当たり純資産額 (円) ― 124,417.23 123,497.94

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 5,059.03 2,869.64 15,740.15

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ─ ─

１株当たり配当額 (円) 2,000 2,000 6,700

自己資本比率 (％) ― 58.57 68.74

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 89,002 ― 332,071

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △18,894 ― △42,513

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △143,174 ― △372,306

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 357,326 430,393

従業員数 (名) ― 113 114

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

３　潜在株式調整後の１株当たり四半期(当期)純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成20年９月30日現在

従業員数(名) 113（24）

（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に第２四半期会計期間の平均人数を外数で記載して　　おり

ます。
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第２ 【事業の状況】

１ 【仕入、レンタル資産購入及び販売の状況】

(1) 商品仕入実績

当第２四半期会計期間の商品仕入実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　

事業部門
当第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

システム事業（千円） 115,141

ハウス備品事業（千円） 21,409

工事・安全用品事業（千円） 50,663

測量機器事業（千円） 35,445

合計（千円） 222,659

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) レンタル資産購入実績

当第２四半期会計期間のレンタル資産購入実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　

事業部門
当第２四半期会計期間 
(自　平成20年７月１日 
　至　平成20年９月30日)

システム事業（千円） 30,321

ハウス備品事業（千円） 9,087

工事・安全用品事業（千円） ─

測量機器事業（千円） 17,069

合計（千円） 56,477

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第２四半期会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。
　

事業部門別
当第２四半期会計期間 
(自　平成20年７月１日 
　至　平成20年９月30日)

システム事業（千円） 296,472

ハウス備品事業（千円） 218,841

工事・安全用品事業（千円） 172,446

測量機器事業（千円） 94,152

合計（千円） 781,912

（注）１　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　主要な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合については、いずれの販売先に

　　ついても当該割合が10％未満のため記載を省略しております。 

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

　

本文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第２四半期会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）における当社の主要顧客先であ

る土木・建設業界は、公共工事の減少に伴う受注競争の激化、低価格受注などに加え、原材料価格の高騰等

により、一段と厳しい環境で推移いたしました。

このような環境のなか、当社では、平成18年度から当期までの３ヵ年を対象とした中期経営計画における

経営方針の中心として「継続性の高い商品・サービスを中心に、新規市場の開拓を積極的に展開し、継続的

な収益基盤の拡大を目指す。」を掲げ、経営基盤強化の諸施策を実施してまいりました。

当第２四半期会計期間の業績につきましては、戦略事業として注力しておりますデジタルカラー複合機

のレンタル及び販売を中心としたシステム事業並びに測量機器事業において売上高が伸張いたしました

が、建設現場事務所用ユニットハウスのレンタルを中心としたハウス備品事業並びに工事・安全用品事業

において、工事発注量の減少の影響により、売上高が低調に推移した結果、全体の売上高は781,912千円とな

りました。

利益面につきましては、ハウス備品事業の売上総利益が減少したことに加え、注力しておりますシステム

事業において人件費等の販売費及び一般管理費が増加したことにより、経常利益68,960千円、四半期純利益

39,024千円となりました。

なお、当社は平成21年３月期第１四半期より四半期報告書の開示を行っているため、前年同期の比較を

行っておりません。

事業部門別の業績は、次のとおりであります。

＜システム事業＞

当事業に関しましては、「ＩＴレンタマン」ブランドにて推進しておりますデジタルカラー複合機の

レンタル及び販売が好調に推移いたしました。特に、人員体制の強化を実施した仙台、埼玉、東京、名古屋、

福岡の５拠点におきまして、着実に受注を拡大することができたことにより、売上高は296,472千円とな

りました。

＜ハウス備品事業＞

当事業に関しましては、公共工事の減少に伴う受注量の減少の影響を受け、建設現場事務所用ユニット

ハウスのレンタル受注が減少し、売上高は218,841千円となりました。

＜工事・安全用品事業＞

当事業に関しましては、安全用品の販売分野において、当初計画通りの実績となりましたが、工事分野

においては、公共工事の減少に伴う受注量の減少の影響を受け、道路標示工事の受注量が減少し、売上高

は172,446千円となりました。 

＜測量機器事業＞

当事業に関しましては、ユーザーの購入意欲の減退傾向は続いているものの、新商品の受注活動の強化

や、中古測量機マーケット「ジオネットジャパン」の販促を強化したことなどにより、売上高は94,152千

円となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期会計期間末の財政状態につきましては、総資産が2,888,541千円となり、前事業年度末と比

較して445,166千円増加いたしました。

流動資産は1,146,162千円となり、前事業年度末と比較して57,582千円減少いたしました。主な要因は、現

金及び預金の減少73,066千円によるものであります。

固定資産は1,742,378千円となり、前事業年度末と比較して502,748千円増加いたしました。主な要因は、

リース資産532,252千円の計上によるものであります。

負債は1,196,591千円となり、前事業年度末と比較して432,664千円増加いたしました。主な要因は、リー

ス債務536,616千円を計上した一方で、税金の支払いにより未払法人税等が72,651千円減少したことによる

ものであります。

純資産は1,691,949千円となり、前事業年度末と比較して12,501千円増加いたしました。主な要因は、四半

期純利益68,797千円を計上した一方で、剰余金の配当57,115千円を行ったことによるものであります。

　この結果、自己資本比率は58.57%となりました。 

　

(3) キャッシュ・フローの状況

①当第２四半期会計期間

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は357,326千円とな

り、前四半期会計期間末と比較して7,062千円増加いたしました。

営業活動により獲得した資金は66,056千円となりました。これは主に、税引前四半期純利益68,936千

円、資金支出を伴わない費用である減価償却費60,889千円及び貸倒引当金の増加額7,952千円等による資

金の獲得に対して、売上債権の増加額74,827千円が充当されたことによるものであります。

投資活動により使用した資金は8,545千円となりました。これは主に有形固定資産の取得9,075千円に

よるものであります。

財務活動により使用した資金は50,448千円となりました。これは、リース債務の返済43,039千円と配当

金の支払7,409千円によるものであります。

　

②当第２四半期累計期間

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は357,326千円とな

り、前事業年度末と比較して73,066千円減少いたしました。

営業活動により獲得した資金は89,002千円となりました。これは主に、税引前四半期純利益121,224千

円、資金支出を伴わない費用である減価償却費120,816千円及び貸倒引当金の増加額8,438千円等による

資金の獲得に対して、売上債権の増加額14,971千円、仕入債務の減少額16,207千円及び、法人税等の支払

額123,291千円が充当されたことによるものであります。

投資活動により使用した資金は18,894千円となりました。これは主に有形固定資産の取得20,573千円

によるものであります。

財務活動により使用した資金は143,174千円となりました。これは、リース債務の返済86,359千円と配

当金の支払56,814千円によるものであります。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期会計期間の研究開発費の総額は7,126千円であります。

なお、当第２四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社の主要顧客先である土木・建設業界は、全国的な公共投資の削減と受注価格の低下、受注競争の激化

などにより、市場全体が縮小傾向にあり、依然として厳しい環境が続いております。

このような状況のなか、当社は、これをビジネスチャンスと捉え、新規優良取引先の開拓、既存優良取引先

への深耕営業に注力し、新しい商品・サービスの提供に努め、受注拡大を目指してまいります。 

　

(7) 資本の財源及び資金の流動性についての分析

①キャッシュ・フローの分析

当社のキャッシュ・フローの分析については、上記「３ 財政状態及び経営成績の分析　（3）キャッ

シュ・フローの状況」に記載のとおりであります。 

②資金需要について

当社の運転資金需要の主なものは、商品の仕入、レンタル収入原価における部材の購入、労務費及び外

注費の支払ならびに販売費及び一般管理費における人件費等であります。

　

(8) 経営者の問題認識と今後の方針について

中期経営計画（平成19年３月期～平成21年３月期）における経営方針の中心として「継続性の高い商品

・サービスを中心に、新規市場の開拓を積極的に展開し、継続的な収益基盤の拡大を目指す。」を挙げてお

ります。

この具体的サービスのひとつが「ＩＴレンタマン」ブランドで注力しておりますデジタルカラー複合機

を中心とするシステム事業であります。

前期において増員により人員強化を実施した仙台、埼玉、東京、名古屋、福岡の５拠点おいて、売上高の拡

大を推進しており、更なる拠点の増設や土木・建設業以外の業界への展開を視野に入れながら、事業の拡大

を目指してまいります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期会計期間において、前四半期会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等に

　　ついて、重要な変更はありません。 

また、当第２四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却の計画はあり

　　ません。 

なお、前事業年度末に計画していた設備計画のうち、当第２四半期会計期間に完了したものは、

　　次のとおりであります。

事業所名 
(所在地)

事業部門 設備の内容
投資額 
(千円)

完了年月 完成後の増加能力

本社 
(長野県上田市)

システム事業 リース資産 24,672平成20年９月
レンタル用システム機
器 59台

本社 
(長野県上田市)

ハウス備品事業 リース資産 2,280平成20年９月
レンタル用ユニットハ
ウス ５棟

本社 
(長野県上田市)

測量機器事業 リース資産 16,881平成20年９月
レンタル用測量機器
42台

甲府支店
(山梨県南アルプス市)

ハウス備品事業
機械装置 
及び運搬具

8,720平成20年７月 ─

（注）１　金額には消費税等を含めておりません。

２　上記のリース資産への投資は、すべてレンタル資産への投資であります。 
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 47,520

計 47,520

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 16,094 16,094
ジャスダック 
証券取引所

─

計 16,094 16,094 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年７月１日～ 
平成20年９月30日

─ 16,094 ─ 425,996 ─ 428,829
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(5) 【大株主の状況】

平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

有限会社横島 長野県上田市材木町2-5-22 4,950 30.8

宮沢俊行 長野県上田市 800 5.0

春原主忠 神奈川県横浜市青葉区 512 3.2

株式会社八十二銀行
(常任代理人　日本マスタートラ
スト信託銀行株式会社)

長野県長野市大字中御所字岡田178-8
(東京都港区浜松町2-11-3)

261 1.6

手塚克巳 長野県上田市 220 1.4

シーティーエス社員持株会 長野県上田市古里115番地 212 1.3

佐藤友亮 東京都世田谷区 130 0.8

木戸心界 愛知県西加茂郡三好町 110 0.7

青柳芳忠 長野県上田市 104 0.6

山下博 大阪府泉南市 93 0.6

計 ― 7,392 45.9

(注) 自己株式2,495株（15.5％）については、上記から除いております。　
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
 普通株式   2,495

　
― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式　13,599 13,599 ─

単元未満株式 ─ ― ─

発行済株式総数 16,094 ― ―

総株主の議決権 ― 13,599 ―

　

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)　　　
株式会社シーティーエス

長野県上田市古里115 2,495 ─ 2,495 15.5

計 ― 2,495 ─ 2,495 15.5

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月

　
５月

　
６月

　
７月

　
８月

　
９月

最高(円) 132,000 140,000 145,000 143,000 135,000 130,000

最低(円) 126,000 129,000 136,000 133,000 128,200 108,100

(注)　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。 
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第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期会計期間(平成20年７月１日か

ら平成20年９月30日まで)及び当第２四半期累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)に係

る四半期財務諸表について、監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。 
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 357,326 430,393

受取手形及び売掛金 683,192 670,535

商品 25,678 31,056

原材料 7,811 4,216

半成工事 242 110

その他 96,252 87,733

貸倒引当金 △24,340 △20,301

流動資産合計 1,146,162 1,203,745

固定資産

有形固定資産

レンタル資産（純額） 40,173 46,487

建物（純額） 274,707 280,895

土地 730,861 730,861

リース資産 532,252 －

その他（純額） 73,887 78,330

有形固定資産合計 ※１
 1,651,882

※１
 1,136,574

無形固定資産 35,087 38,807

投資その他の資産

投資その他の資産 68,239 72,679

貸倒引当金 △12,830 △8,431

投資その他の資産合計 55,409 64,248

固定資産合計 1,742,378 1,239,630

資産合計 2,888,541 2,443,375

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 332,345 348,553

未払法人税等 53,372 126,023

リース債務 199,403 －

その他 ※２
 166,005

※２
 179,039

流動負債合計 751,126 653,617

固定負債

リース債務 337,212 －

その他 108,252 110,309

固定負債合計 445,464 110,309

負債合計 1,196,591 763,926
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 425,996 425,996

資本剰余金 428,829 428,829

利益剰余金 1,248,896 1,237,214

自己株式 △412,664 △412,664

株主資本合計 1,691,057 1,679,375

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 892 73

評価・換算差額等合計 892 73

純資産合計 1,691,949 1,679,448

負債純資産合計 2,888,541 2,443,375
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
  至 平成20年９月30日)

売上高 1,532,556

売上原価 897,089

売上総利益 635,466

販売費及び一般管理費

貸倒引当金繰入額 8,438

役員報酬 26,150

給料及び手当 209,270

法定福利費 29,352

減価償却費 35,152

退職給付費用 5,254

その他 200,992

販売費及び一般管理費合計 514,611

営業利益 120,855

営業外収益

受取利息 80

受取配当金 340

受取地代家賃 1,800

受取保険金 2,436

その他 1,145

営業外収益合計 5,802

営業外費用

支払利息 1,096

コミットメントフィー 820

投資有価証券評価損 3,660

その他 168

営業外費用合計 5,745

経常利益 120,912

特別利益

固定資産売却益 355

特別利益合計 355

特別損失

固定資産除却損 43

特別損失合計 43

税引前四半期純利益 121,224

法人税、住民税及び事業税 51,065

法人税等調整額 1,361

法人税等合計 52,426

四半期純利益 68,797
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【第２四半期会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期会計期間
(自 平成20年７月１日
  至 平成20年９月30日)

売上高 781,912

売上原価 448,130

売上総利益 333,782

販売費及び一般管理費

貸倒引当金繰入額 7,952

役員報酬 14,850

給料及び手当 105,621

法定福利費 14,637

減価償却費 18,136

退職給付費用 2,692

その他 98,050

販売費及び一般管理費合計 261,941

営業利益 71,840

営業外収益

受取利息 70

受取地代家賃 900

受取保険金 495

その他 631

営業外収益合計 2,096

営業外費用

支払利息 735

コミットメントフィー 412

投資有価証券評価損 3,660

その他 168

営業外費用合計 4,976

経常利益 68,960

特別損失

固定資産除却損 23

特別損失合計 23

税引前四半期純利益 68,936

法人税、住民税及び事業税 37,128

法人税等調整額 △7,216

法人税等合計 29,912

四半期純利益 39,024
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
  至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 121,224

減価償却費 120,816

貸倒引当金の増減額（△は減少） 8,438

受取利息及び受取配当金 △420

支払利息 1,096

有形固定資産売却損益（△は益） △355

有形固定資産除却損 43

投資有価証券評価損益（△は益） 3,660

売上債権の増減額（△は増加） △14,971

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,651

仕入債務の増減額（△は減少） △16,207

その他 △12,006

小計 212,969

利息及び配当金の受取額 420

利息の支払額 △1,096

法人税等の支払額 △123,291

営業活動によるキャッシュ・フロー 89,002

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △20,573

有形固定資産の売却による収入 619

貸付金の回収による収入 100

その他 960

投資活動によるキャッシュ・フロー △18,894

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △86,359

配当金の支払額 △56,814

財務活動によるキャッシュ・フロー △143,174

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △73,066

現金及び現金同等物の期首残高 430,393

現金及び現金同等物の四半期末残高 357,326
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

会計処理基準に 

関する事項の変更

リース取引に関する会計基準の適用

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る

会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計

基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30

日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平

成19年３月30日改正））が平成20年４月１日以後開始する事業年度に係る四半

期財務諸表から適用できることとなったことに伴い、第１四半期会計期間から

これらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっておりま

す。

また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却

の方法については、リース期間を耐用年数とした定額法を採用しており、残存価

額については、リース契約上に残価保証の取決めがあるものは当該残価保証額

とし、それ以外のものは零としております。

なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・

リース取引については、期首に前事業年度末における未経過リース料残高を取

得価額として取得したものとしてリース資産に計上する方法によっておりま

す。

この変更により、従来の方法と比べ、当第２四半期会計期間末の貸借対照表に

ついては、有形固定資産が532,252千円、無形固定資産が4,079千円増加し、流動

負債が199,403千円、固定負債が337,212千円増加しております。 

　なお、当第２四半期累計期間の損益に与える影響額は軽微であります。 

 

　

EDINET提出書類

株式会社シーティーエス(E05267)

四半期報告書

18/25



【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

1,554,224円
※２　消費税等の取扱い

仮払消費税等及び仮受消費税等は、相殺の上、 金
額的重要性が乏しいため、流動負債の「その 他」
に含めて表示しております。

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　1,463,372千円
※２　　　　　　　　──────　
 

　

(四半期損益計算書関係)

当第２四半期累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

該当事項はありません。

　

　当第２四半期会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

該当事項はありません。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
　至　平成20年９月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在）

現金及び預金勘定 357,326千円

現金及び現金同等物 357,326千円
 

　

EDINET提出書類

株式会社シーティーエス(E05267)

四半期報告書

19/25



(株主資本等関係)

　当第２四半期会計期間末(平成20年９月30日)及び

　　当第２四半期累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 16,094

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 2,495

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。 

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月20日
定時株主総会

普通株式 57,115 4,200平成20年３月31日 平成20年６月23日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年11月６日
取締役会

普通株式 27,198 2,000平成20年９月30日 平成20年12月８日 利益剰余金

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。 
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(有価証券関係)

当第２四半期会計期間末（平成20年９月30日）

その他有価証券で時価のあるものが、会社の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前

事業年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

取得原価(千円)
四半期貸借対照表
計上額(千円)

差額(千円)

株式 16,107 17,600 1,492

合計 16,107 17,600 1,492

(注)　当第２四半期会計期間において、その他有価証券で時価のあるものについて3,660千円減損処理を行っております。

なお、時価のあるその他有価証券について、個々の銘柄について時価の下落率が50％を超える場合は、時価が著し

く下落していると判断し、回復可能性がない場合は減損処理を行うこことしております。

　

(デリバティブ取引関係)

当第２四半期会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

　当社はデリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

当第２四半期会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

　該当事項はありません。

　

　

(持分法損益等)

当第２四半期累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　該当事項はありません。

　

当第２四半期会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

124,417円23銭 123,497円94銭

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

当第２四半期会計期間末 
(平成20年９月30日)

前事業年度末 
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 1,691,949 1,679,448

普通株式に係る純資産額(千円) 1,691,949 1,679,448

普通株式の発行済株式数(株) 16,094 16,094

普通株式の自己株式数(株) 2,495 2,495

１株当たり純資産額の算定に用いら
れた普通株式の数(株)

13,599 13,599

２　１株当たり四半期純利益金額等

当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期会計期間 
(自　平成20年７月１日 
　至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益 5,059円03銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ─

１株当たり四半期純利益 2,869円64銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ─

(注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

当第２四半期累計期間 
(自　平成20年４月１日 
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期会計期間 
(自　平成20年７月１日 
　至　平成20年９月30日)

四半期純利益(千円) 68,797 39,024

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式に係る四半期純利益(千円) 68,797 39,024

普通株式の期中平均株式数(株) 13,599 13,599

　
　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。
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２【その他】

平成20年11月６日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次の通り決議しております。

①中間配当による配当金の総額 27,198千円

②１株当たりの金額 2,000円

③支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成20年12月８日

　(注)　平成20年９月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

　

EDINET提出書類

株式会社シーティーエス(E05267)

四半期報告書

23/25



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月７日

株式会社シーティーエス

取締役会　御中

　

監査法人 トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士    白  井     正          印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士    小  松     聡          印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社シーティーエスの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第19期事業年度の第２四半期会計期間

(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成20年４月１日から平成20年９

月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・

フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人

の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社シーティーエスの平成20年９月30日現在の財

政状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において

認められなかった。

　

追記情報

会計処理基準に関する事項の変更に記載されているとおり、会社は、第１四半期会計期間から「リース取引

に関する会計基準」(企業会計基準第13号(平成５年６月17日(企業会計審議会第一部会)、平成19年３月30日

改正))及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第16号(平成６年１月18日

(日本公認会計士協会　会計制度委員会)、平成19年３月30日改正))を適用しているため、当該会計基準により

四半期財務諸表を作成している。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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